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報道関係者各位 
(本資料は米国報道資料の抄訳です) 

2019年 6月 20日 
ボストン コンサルティング グループ 

2018年までの 5年間における企業価値創造に優れた大型企業ランキングを発表 

アメリカ企業が上位 10社中 7社、上位 100社ではアジア企業が 55社 

～BCG調査 
 

 
ボストン発、2019年 6月 19日 ―― 経営コンサルティングファームのボストン コンサルティング グルー

プ（以下、BCG）は、企業価値創造に優れた大型企業のランキングの最新版を発表しました（“The 2019 

Value Creators Rankings”）。本稿には、2014～2018年の年平均トータル・シェアホルダー・リターン

（TSR、株主総利回り）に基づく大型企業のランキングなどが掲載されています。これは、2,200社以上の 

調査対象のうち、2018年末時点での時価総額上位 200社を対象としたランキングです。 

 

アメリカ企業がランキング上位を席巻、アジア企業も距離を詰める 

世界の時価総額上位の企業の多くがアメリカ企業であることもあり、大型企業ランキングではアメリカ企業

が上位 10社中 7社を占めました。アジア企業のランクインは上位 10社中 2社、20社中 5社にとどまっ

たものの、上位 100社のランキングの内訳では、北米企業の 28社に対して、アジア企業は 55社となりま

した。また、調査対象 33業種それぞれの上位 10社、計 330社に占める割合は、北米企業が 29％であ

るのに対し、アジア企業は 45％となりました（図表 1）。 

 

本稿の共著者である、BCGベルリン・オフィスのシニア・パートナー、アレクサンダー・ルースは次のように

述べています。「株主価値向上において、アジア企業はより長い歴史を持つアメリカ企業に追いつき、時

には追い越そうとしています。今回の調査結果は、このトレンドの今後の動向への重要な示唆となると考え

ています」 

 

前回に続きテクノロジー、メディア関連企業が上位を占めるが、ヘルスケア関連産業もランクイン 

今回のランキングでは、前回に引き続きテクノロジー、メディア関連企業が強みを見せたものの、他業界か

らのランクインが増えました。テクノロジー、メディア関連企業は上位 10社中、Amazon(アメリカ) を含める

と 6社（前回は 9社）、1位の半導体大手 NVIDIA（アメリカ）、3位の同じく半導体大手の Broadcom（ア

メリカ）、4位の動画配信大手の Netflix（アメリカ）は 3年連続で上位 5社にランクインしました。その他、2

位の中国の伝統蒸留酒「白酒」のメーカーKweichow Moutai（貴州茅台酒、中国）は前回の 10位から大

きく順位を上げたほか、メディカルテクノロジー、医療サービス関連企業がそれぞれ 1社新たにランクイン

しました。今回、上位 10社にランクインした日本企業はありませんでした。 
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図表1: バリュークリエーターズ・ランキング―世界の大型企業
企業価値創造に優れた企業ランキング (対象: 時価総額上位200社、期間: 2014～2018年)

注: 2018/12/31時点での時価総額世界上位200社が対象。対象企業の時価総額の最少額は480億ドルであった
1:   同業種企業内での順位。全調査企業が対象
2: 報告通貨ベース
3: Amazonは、過去のレポートとの整合性を取って小売に分類したが、現在の同社のポートフォリオを勘案すると、テクノロジーに分類するのが妥当な

可能性がある
出所: S&P Capital IQ、Refinitiv、BCG バリューサイエンスセンター®、ボストン コンサルティング グループ分析

順位 企業名 本社所在地 業種
業種内
順位1 時価総額 5年平均 TSR

(2018/12/31時点、億ドル) (2014 - 2018年、%)2

1 NVIDIA アメリカ テクノロジー 1 814 54.4

2 Kweichow Moutai 中国 非耐久消費財 2 1,078 43.5

3 Broadcom アメリカ テクノロジー 2 1,036 39.5

4 Netflix アメリカ メディア・出版 4 1,167 38.5

5 Adobe アメリカ テクノロジー 4 1,104 30.5

6 Amazon アメリカ 小売3 4 7,344 30.4

7 Intuitive Surgical アメリカ メディカルテクノロジー 9 547 30.2

8 Tencent Holdings 中国 メディア・出版 7 3,791 29.3

9 UnitedHealth Group アメリカ 医療サービス 8 2,397 29.0

10 PJSC Lukoil ロシア 石油 4 503 27.1

 

業種別では「医療サービス」が首位 

全調査対象企業 2,233社の 2014～2018年の 5年間の年平均 TSRの中央値は 8.2％と、株式市場の

好況を反映した前回（2013～2017年）の 15.6%から、グローバルでの資本市場の長期的なリターンに近

い水準へと戻りました。33の業種別 TSRの中央値を比較すると、「医療サービス」（17%）が最も高く、前

回の 33業種中 13位から大きく順位を上げました。2位は「メディカルテクノロジー」（16%、前回 5位）、3

位は「その他金融サービス」（15%、前回 7位）、4位は「テクノロジー」（14％、前回 3位）となりました 

（図表 2）。 
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図表2:  業種別年平均TSR (2014～2018年)

注: n=2,233
出所: S&P Capital IQ、Refinitiv、BCG バリューサイエンスセンター®、ボストン コンサルティング グループ分析
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■ 調査レポート 

「The 2019 Value Creators Rankings」 

http://image-src.bcg.com/Images/BCG-The-2019-Value-Creators-Rankings-June-2019_tcm9-221809.pdf 
 

インタラクティブランキングを含む特集ページはこちら 
https://www.bcg.com/publications/2019/interactive-value-creators-rankings.aspx 
 
 

■ 関連レポート 

株主価値創造をめぐる 10の学び――バリュークリエーターズ・レポート発刊 20周年に寄せて 

https://www.bcg.com/ja-jp/perspectives/216306 
 
 

■ 調査の概要 

トータル・シェアホルダー・リターン（TSR、株主総利回り）とは企業価値創造の測定指標。ある一定期間に

おける配当と株価の値上がりの総利回りで、株主にとっての投資収益性を示します。本調査ではグローバ

ルで 33業種の 2,233社を対象に 2014～2018年の 5年間における年平均 TSRを分析しました。BCG

では、同種の調査を 1999年より継続して行っており、今回が 21回目の調査となります。 

 

■ 日本における担当者 

加来 一郎    パートナー&マネージング・ディレクター 

 
 
 

■ ボストン コンサルティング グループ（BCG）について 

BCGは、ビジネスや社会のリーダーとともに戦略課題の解決や成長機会の実現に取り組んでいます。

BCGは 1963年に戦略コンサルティングのパイオニアとして創設されました。今日、BCGの支援領域は、

変革の推進、組織力の向上、競争優位性構築、収益改善をはじめとしてクライアントのトランスフォーメー

ション全般に広がっています。 

BCGのグローバルで多様性に富むチームは、産業や経営トピックに関する深い専門知識と企業変革を

促進する洞察を有します。これらに加え、テクノロジー、デジタルベンチャー、パーパスなどの各領域の専

門組織も活用し、クライアントの経営課題に対しソリューションを提供します。経営トップから現場に至るま

で、BCGならではの協働を通じてクライアント組織に大きなインパクトを生み出しています。 

日本では、1966年に世界第 2の拠点として東京オフィスを、2003年には名古屋に中部・関西オフィスを

設立しました。 
https://www.bcg.com/ja-jp/default.aspx 

 

■ 本件に関するお問い合わせ 

ボストン コンサルティング グループ マーケティング 直江・嶋津・國武 

Tel: 03-6387-7000 / Fax: 03-6387-0333/ Mail: press.relations@bcg.com 

BCGコーポレートファイナンス&ストラテジーグループ、およびプリンシパルインベスタ

ー&プライベートエクイティグループの日本リーダー。産業財グループ、グローバル化

戦略グループのコアメンバー。 

住友商事株式会社、外資系コンサルティングファーム、PEファンドを経て現在に至る。 

http://image-src.bcg.com/Images/BCG-The-2019-Value-Creators-Rankings-June-2019_tcm9-221809.pdf
https://www.bcg.com/publications/2019/interactive-value-creators-rankings.aspx
https://www.bcg.com/ja-jp/perspectives/216306
https://www.bcg.com/ja-jp/default.aspx

